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第 1 章：問題と目的 
 



















は 1 ヶ月から 2 ヶ月半程度の短期研修プログラムを受け、修了者は、教育省および地方の
教育行政官・教職員・教師養成校の指導教員に任命された。当時は、かろうじて読み書き
できる人が、読み書きのできない人に文字を教えるのが精一杯の状況であった2 。 




教育制度は初等学校 4 年、前期中等学校 3 年と後期中等学校 3 年の 4・3・3 制度としてス
タートした。一方で、1975 年までの教育制度はフランス植民地期からのものを継承して発
展し、初等学校 6年、前期中等学校 4年、後期中等学校 3年の 6・4・3制であった3 。 
1978 年 12 月 25 日に 12 万人のベトナム軍がカンボジアに侵攻した。ポル・ポト政権の弾
                                                              
1 コン・エン (2016) カンボジアの学校教員養成の制度的考察 －教員養成センター政策を中心として－ 教職教育セ
ンタージャーナル 第 2 号 
2 Sideth S.Dy （2003）External Assistance Programs for Basic Education in Cambodia : The Impact on the 
Government`s Educational Policies and Development : Hiroshima University, Part III, No.52, pp.139-144 
3 Khlok Vichet Ratha (2003) ポル・ポト後カンボジアにおける教育システム再構築に関する－ベトナム化と再クメ





















UNHCR（United Nations High Commissioner for Refugee）に限った。1987 年以降、ベ
トナム軍の撤退計画に従って、高等教育段階での教授用語のクメール語化が促進された5。 
 












ンプチア」（1975－79 年）、「カンプチア人民共和国」（1979－90 年）、「カンボジア国」（1990－93 年）、そして再び
「カンボジア王国」（1993－現在）へと変わってきた。多くの外国資料では 1970 年代中期から 1980 年代まで「カン
プチア」という用語がよく使われ、1990 年代以降「カンボジア」が用いられるようになった。 
5  Khlok Vichet Ratha (2003) ポル・ポト後カンボジアにおける教育システム再構築に関する－ベトナム化と再クメー
ル化課程に注目して－ 教育学研究 第 70 券 第 3 号 
6 羽谷沙織 (2006) カンボジアにおける教育開発 －プロジェクトをめぐる住み分けと援助強調のポリティクス － 名













国際協力機関による援助が効果を上げ、2000 年から 2014 年の間に 5 歳以下の子どもの死
亡率は 1,000 人当たり 124 人から 35 人に減少した。近年では、幼児教育機関に通ってい
る子どもの数は急激に増加している9。 
 
第 2 節：幼児教育の整備 




（Home based Education Program）の順に、システムを概観する。 
 





なお、国立就学前教育養成校は受講生の人数が限定され、毎年 200 名しか受け入れない。 
通常は 3 歳から 5 歳児まで各学年のクラスの運営を行うことになっているが、施設や教師
不足により 5 歳児クラスが優先され、3、4 歳児は年齢混合クラスである場合もある。運営
                                                              
7 Unicef(2016) UNICEF IN CAMBODIA COUNTRY PROGRAMME 2016-2018 (in English and Khmer), Phnom 
Penh: Unicef Cambodia 
8 Sideth S.Dy （2003）External Assistance Programs for Basic Education in Cambodia : The Impact on the 
Government`s Educational Policies and Development : Hiroshima University., Part III, No.52, pp.139-144 
9 Unicef2016) UNICEF IN CAMBODIA COUNTRY PROGRAMME 2016-2018 (in English and Khmer), Phnom 
Penh: Unicef Cambodia 





時間は、1日 3時間、週 5日間、年間 38 週間となっている。 
 

















c. コミュニティ・プレスクール（Community Pre-School） 
コミュニティ・プレスクールは公立幼稚園がない地域において、コミューンが Unicef や




カリキュラム・マニュアルに沿い、1 日 2 時間、週 5 日間、年間 24 から 36 週間運営され
ることとなっている。 
コミュニティ・プレスクールの教師はコミュニティから人材を選出し、教育局による数
日間の養成研修を受けて教師となる。対象とする子どもは公立幼稚園と同じく 3 歳から 5
歳児までである。クラス運営は様々であり、年齢ごとのクラス運営を行っている所もあれ
ば、3歳から 5歳児が 1つのクラスで行っている所もある。 
 
d. 在宅プログラム（Home based Education Program） 
在宅プログラムは公立幼稚園がない地域においてコミュニティ内の母親がグループを作
って情報交換や学習をしながら、家庭内で自らの子どもへ教育的な指導を行うものである。





ついて、週 1 回 1 時間程度の会合を 24 週間開催しメンバーである母親たちに指導してい
る。グループによって、早朝や夕方など参加する母親の都合に沿った時間の設定が可能と




2004 年から 2005 年までの 5 歳児の幼児教育機関の利用率は 24.5% であったが、2014 年
から 2015 年までは 61.4%に増加した。また幼児教育機関に通っている 3 歳から 5 歳児は





  また、Adrien Bouguen ら13はカンボジアにおける幼児教育の制約を以下のように指摘し
ている。 
















グローバル COE program 
12 三輪千明（2014）カンボジアの幼児教育―途上国農村部におけるアクセス拡大の方法と課題 
http://www.blog.crn.or.jp/lab/01/56.html 2018.04.23 閲覧 
13 Adrien Bouguen,Deon Filmer,Karen Macours,Sophie Naudeau(2013), Impact Evaluation of Three Types of 
Early Childhood Development Intervention in Cambodia, Policy Research Working Paper, The World Bank 






 また、お茶の水女子大学グローバル COE（2008）19 によれば、ECCD（Early 

































表 1 養成課程の構造および時間配分 
1 専門科目 550 時間 20.7％ 
2 教養科目 726 時間 27.3％ 
3 幼児教育理論および教授法 786 時間 29.5％ 
4 教育実習 588 時間 22.1％ 









29.5％となる。2 番目は教養科目であり、726 時間を使用し、27.3％となる。3 番目は教育





いる。コミュニティ・プレスクールの教師養成は、8 日間から 10 日間まで事前サービスト













16 Unicef（2016）Evaluation of Community Preschool Modality in Cambodia April-December 2015 Final Report 
(Volume I) p.9 
17 三輪千明（2014）カンボジアの幼児教育―途上国農村部におけるアクセス拡大の方法と課題 







































http://www.blog.crn.or.jp/lab/01/56.html 23.04．2018 閲覧 
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第 2 章：研究方法 
 
第 1 節：調査対象 
調査対象は、カンボジアの幼児教育に関わる NGO である Krousar Yoeung は首都プノン
ペンに位置し、教育・青年・スポーツ省（教育省）と連携し、幼児教育の教材開発に加え、
養成プログラムを提供している。設立は 2001 年 11 月であり、2002 年 8 月に内務省により
公的に認定を受けている。 






















22 日間であった。養成期間は 2018 年 8 月 1 日から 2018 年 8 月 24 日まで行ったが、日曜
日は休日である。2018 年 8 月 16 日から 2018 年 8 月 23 日まで受講生と同様に授業を受け、
授業観察を行った。受講生は様々な地域から集まるため、養成プログラムのために、レン
タルルームが 22 日間用意された。 
 
                                                              





対象者：Nhem Somaly 氏（養成プログラム講師兼プログラム・コーディネーター） 




質問 1：養成プログラムを短期間（22 日間）で進める上で注意している点について。 
質問 2：受講生の学歴の多様性について。 






























第 3 章：結果と考察 
 
第 1 節：コミュニティ・プレスクールと公立幼稚園教師の養成教科書の比較検討（研究 1） 
1. Krousar Yoeung によるコミュニティ・プレスクールの教師養成プログラムの特徴 
Krousar Yoeung による研修は 3 つのモジュール(Module)によって構成される。モジュ























 表 2 にみられるように、Krousar Yoeung によるコミュニティ・プレスクールの教師養
成プログラムは、各モジュール 22 日間で実施される。本研究では必修とされるモジュー
ル 1に焦点を当て分析を行う。 
モジュール 1は、第 1課から第 13 課まである。第 1課はコミュニティ・プレスクール
の目的と役割 (Aims and roles of preschool)、第 2課は心理学と教育学、注意、想像、知
覚、記憶及び基本的な幼児発達 (Psychology& education, attention, imagination, 
perception, memory and basic knowledge on child development)、第 3課は衛生（The 
Basic Knowledge about Hygiene）、第 4課は健康（The Basic Knowledge about Health）、
14 
 
第 5課は精神運動（Psychomotricity）、第 6課は描画（Working with hand-drawing）、
第７課は言語（Language Stimulation）、第 8課は科学（実験、環境と観察）Science 
（Experiments, Pedagogical Environment and Observation）、第 9課は知能発達
（Intellectual Development）、第 10 課は保護者との関係（Communication with 
Parents）、第 11 課は子どもに関する仕事、子どもの権利（How to work with small 
group of Children and Child Rights）、第 12 課は子どもの能力評価（Tools to Evaluate 
Children`s Capacity）、第 13 課はスケジュールの作成（Curriculum-schedule）である。 
 
表 2 モジュールⅠのスケジュール 
第 1課 コミュニティ・プレスクールの目的と役割  
(Aims and roles of preschool) 
2 日間 
第 2課 心理学と教育学、注意、想像、知覚、記憶及び基本的な幼児発達 
(Psychology& education, attention, imagination, perception, memory 
and basic knowledge on child development) 
2 日間 
第 3課 衛生（The Basic Knowledge about Hygiene） 1 日間 
第 4課 健康（The Basic Knowledge about Health） 1 日間 
第 5課 精神運動 （Psychomotricity） 2 日間 
第 6課 描画（Working with hand-drawing） 1 日間 
第７課 言語（Language Stimulation） 2 日間 
第 8課 科学（実験、環境と観察） 
Science （Experiments, Pedagogical Environment and 
Observation） 
2 日間 
第 9課 知能発達（Intellectual Development） 2 日間 
第 10 課 保護者との関係（Communication with Parents） 1 日間 
第 11 課 子どもに関する仕事、子どもの権利 
(How to work with small group of Children and Child Rights) 
2 日間 
第 12 課 子どもの能力評価（Tools to Evaluate Children`s Capacity） 2 日間 
第 13 課 スケジュールの作成（Curriculum-Schedule） 2 日間 
出所：コミュニティ・プレスクール教師養成プログラム：モジュール I (2018)  
（ Krousar Yoeung が使用される教科書の内容の日本語訳は、付録に掲載する） 
 
第 2 節：コミュニティ・プレスクールと公立幼稚園教師養成で使用される教科書分析 
1． 公立幼稚園教師養成の教科書概要 
公立幼稚園教師養成の教科書は、1）精神運動(Psycho Motorcity)、2）音楽と歌(Music 
and Song) 、3）幼稚園のための算数 (Pre-mathematic) 、 4）環境を通した教育
(Environmental Pedagogy for kindergarten)、5）幼稚園教師のための教育学(Pedagogy 
for Teacher Training)、の 5冊によって構成されている。 
1）精神運動は、身体的アクティビティを通した学習が中心となっており、精神運動に
関する理論的な説明の後に、ゲーム遊びのリストや、そこでの注意点などが書かれている。











ムの中でも、筆者が直接授業内容を観察することが出来た、第 9 課から第 12 課に限定し
て教科書の比較を行う。公立幼稚園教師養成に使用される教科書第 1 巻から第 5 巻までを
確認したところ、第 9 課から第 12 課までの内容は、全て第 5 巻に収録されていることが
わかった。そこで以下の分析では、第 9 課から第 12 課までの内容と、公立幼稚園教師養
成教科書の第 5巻の各章の内容との比較分析を行う。 
 



















































表 3 第 5 巻と第 9 課の対応表 
  1 2 3 4 5 6 





























      
2 教育概観と教
育学 





〇 〇 〇 〇 〇  
4 教えと学び       
5 教えの原則 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
6 就学前教育の
方法 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 
7 学生中心の学
習 
      
8 授業計画       
9 授業研究       
10 実験       
11 教材作成       
12 遊び方の紹介       
13 幼稚園の生活    〇  〇 
14 幼稚園の管理
と評価 
      
15 授業担当教師 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
16 教育原理       
17 幼稚園と小学
校関連 




      
19 協力学習       
20 外の活動       




するものである。分析の結果、3 章「職業教育の重要性」、5 章「教えの原則」、6 章「就学




















表 4 第 5 巻と第 10 課の対応表 








   
2 教育概観と教
育学 
   
3 職業教育の重
要性 
   
4 教えと学び    
5 教えの原則    
6 就学前教育の
方法 
   
7 学生中心の学
習 
   
8 授業計画    
9 授業研究    
10 実験    
11 教材作成    
12 遊び方の紹介    
13 幼稚園の生活    
14 幼稚園の管理
と評価 
   
15 授業担当教師    
16 教育原理    
17 幼稚園と小学
校関連 




〇 〇  
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19 協力学習    
20 外の活動    
21 特別な教育学    
 
小括 







2-3.第 11 課「子どもに関する仕事、子どもの権利」の特徴 
第 11 課は、コミュニティ・プレスクールの教師が知っておくべき子どもの姿、













表 5 第 5 巻と第 11 課の対応表 
  1 2 3 4 












    
2 教育概観と教
育学 
    




4 教えと学び     
5 教えの原則 〇 〇   
6 就学前教育の
方法 
    
7 学生中心の学
習 
    
8 授業計画     
9 授業研究     
10 実験     
11 教材作成     
12 遊び方の紹介     
13 幼稚園の生活     
14 幼稚園の管理
と評価 
    
15 授業担当教師     
16 教育原理     
17 幼稚園と小学
校関連 




    
19 協力学習     
20 外の活動 〇 〇   
21 特別な教育学     
 
小括 





















表 6 第 5 巻と第 12 課の対応表 
   1 2 3 4 










    
2  教育概観と教
育学 
    
3  職業教育の重
要性 
    
4  教えと学び     
5  教えの原則 〇 〇   
6  就学前教育の
方法 
〇 〇   
7  学生中心の学
習 
    
8  授業計画     
9  授業研究     
10  実験     
11  教材作成     
12  遊び方の紹介 〇 〇   
13  幼稚園の生活     
14  幼稚園の管理
と評価 
    
15  授業担当教師     
16  教育原理     
17  幼稚園と小学
校関連 




    
19  協力学習     
22 
 
20  外の活動 〇 〇   
21  特別な教育学     
 
小括 
第 12 課では、子どもの評価が取り上げられている。これは、第 5 巻の中では第 5 章「教












理論的に伝えることはせず、Krousar Yoeung の養成プログラムの中では、第 9課「知能
発達」、第 11 課「子どもと働くことおよび子どもの権利」そして第 12 課「子どもの能力
評価」のなかで繰り返し、具体的な子どもの姿を通して伝えられる。 
 
第 3 節：コミュニティ・プレスクール養成プログラムの実態（研究 2） 
1． Krousar Yoeung での授業観察 
概要 
8 月 16 日：保育実習リハーサル 
8 月 17 日：第 9課（知能発達） 
8 月 18 日：第 10 課（保護者との関係） 
8 月 19 日：第 11 課（子どもに関する仕事、子どもの権利） 



































































































実習は 3 つのクラスがあり、低学年のクラス（3 歳児）、中学年のクラス（4 歳児）と高学
年（5 歳児）がある。実習時間は一人ずつが 30 分程度である。1 クラスは普段は子どもの
人数は 20 名から 25 名の程度である。参加した受講生は 18 名であった。筆者は、受講生
の Mさんが担当する高学年クラスを観察した。 
 
a. 観察：ヤシの木（7：30 から 8：00） 
M さん受講生が担当する科目はヤシの木とココナッツの木を観察する予定であったが、
ココナッツの木は学校の周辺になかったため、ヤシの木の観察だけが行われた。 

























J さんは 7 人で座れるテーブルを使用し、子どもは椅子に座って J さんの実験を見てい
た。最初、J さんは自分のところに 2 つのコップを使い、そして、同じ量でコップに水を
注いだ。また、J さんが用意したコップに入れる程度の石とプラスチックの物を使用し、1
つ目のコップに石を入れ、石が水に沈んだ。そして、2 つ目のコップにプラスチックの物













b. 観察：グアバの実（10：00 から 10：30） 
グアバの実を観察する授業は E さん受講生により担当された。担当するクラスは低学年

































質問 1：養成プログラムを短期間（22 日間）で進める上で注意している点について。 
質問 2：受講生の学歴の多様性について。 
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第 4 節：今後の課題 
1．カンボジアにおける地域格差の問題について 
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第1章 カンボジアにおけるコミュニティ・プレスクールの最低基準（The Minimum 
Standard of Community Pre-school） 
 




























6 つの基準を測定するために、カンボジアの教育・青年・スポーツ省（教育省）は 33 の
指標を規定した。基準 1 は 6 つの指標があり、基準 2 は 12 指標があり、基準 3 は 5 つの





3.1 基準 1：計画の策定とモニターリング 
1. クラスは開発計画がある。 


























































13. 5 歳児の子どもに対して一年に 3回定期的にテストを行う。 











▸ 教室には５歳児の子どもの人数は 18 人から 25 人までである。 
18. 保護者は保護者の教育についての参加 
▸ 教師のミーティングのログに保護者の教育についての参加が記録してある。 
3.3 基準 3：管理について 
19. コミュニティ・プレスクールの運営委員会がある。 
▸ コミュニティ・プレスクールの運営委員会は教師の教えることおよび子どもの学習を促
▸ 5 歳児を対象にし、一年に 3回定期的にテストを行う 
－ 第 1回（11 月の第 2週目） 
－ 第 2回（2月の第 2週目） 




























































































































第 1 課 コミュニティ・プレスクールの役割 (Aims and Roles of Preschool) 








































































第 2 課 心理学と子どもの発達における教育、注目、想像力、知覚、記憶と基本知識
（Psychology& Education, Attention, Imagination, Perception, Memory and Basic 



































































































5 歳から 6 歳の子ども 

















































































































































































































－3 か月間から 4 か月間には子どもは声を変化させることができる（怒るときは強い声
を出す、柔らかい声、静か）。 
－1 歳になり、子どもは 20 から 50 程度の言葉の意味を理解することができる。これら
の言葉は自分の周囲では必要な言葉であり、人、物、行事に関わる身近な言葉である。 
－1 歳半になり、子どもは 50 程度の言葉で話すことができ、そして 100 程度の言葉の意
味を理解することができる。 
－2 歳になり、子どもは 100 程度の言葉で話すことができ、そして 500 から 600 の言葉
の意味を理解することができる。かつ、子どもは少しずつ言葉と言葉を繋げることができ
る。 
－3 歳になり、子どもは文法を使えるようになり、そして 1000 以上の言葉を話すことが
できる。 
 



































第 9 課 子どもの知能発達 (Intellectual Development) 
2 日間 












































































































































































第 11 課 子どもと働くことおよび子どもの権利 （How to work with small group of 

























子どもの権利 （Child Rights） 
































































































































 研究対象である Krousar Yoeung という NGO が参与観察に参加させていただき、インタ






2019 年 1 月 10 日 
 
 
 
 
 
 
